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緩和ケア病棟とボランティア　

看護部　　副看護部長ボランティア担当　K . S .

　今年は寒い日が続いているが､ 17 階からは晴れた日には北側に七つ森がくっきり
と見える。緩和ケア病棟は開設４年目を経過し、開設当時からボランティアの方々

の活動に支えられて今日を迎えているといっても過言ではない。今でもかけがえの

ない存在である。

　当院のボランティア導入は平成 7 年 1 月に看護部の業務委員会がその導入につい
て第 1 回の話し合いを持ち､平成 7 年 11 月 9 日にボランティア活動員受け入れ実施
要項の制定と院内に副病院長を委員長としたボランティア委員会が発足し、総合案

内とタオルたたみのボランティア活動から始まった。現在では 10 種類もの活動に拡
大している。

　その中で緩和ケア病棟ボランティアは平成 12 年に新西病棟の緩和ケア病棟設置に
伴ない､ 5 月から 7 月にかけて緩和ケアボランティア研修会を 2 回実施した。94 名の
参加者があり、その中から､ 日時の都合などを考慮して活動可能なボランティア 4 6
名で出発することができた。コーディネータを中心に計画と活動を継続している。

＊ボランティア導入目的は、センター内に「社会的環境」｢ 温もりの空間｣ を作り出

し､ 患者及び家族の家庭的､ 人間的かかわりを保つ為．である。
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喜びが集まったよりも、悲しみが集まったほうが幸せに近いような気がする。

強いものが集まったよりも、弱いものが集まったほうが真実に近いような気がする。

幸せが集まったよりも、不幸せが集まったほうが愛に近いような気がする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～星野　富弘～

　私が出来ることはお恥ずかしい程僅少ですが、ご遺族の方にも加わって頂いた活動

で、患者さんに「生きている」実感を一瞬でも持って頂けたら・・・。患者さん、ご家族

の真摯な生活や心情の吐露に遭遇したり、医療スタッフ、他の方々とこのセンターで一

つの生命を大切に想う時間の共有出来ることは感謝です。（自分自身と向き合わざるを得

ないのですが・・・。）願わくばこの想いが、人が人を傷付け合うことを減らす一歩にな

ることが出来ます様に！！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

現在 3 4 名のボランティアの方が、患者様お一人お一人への「その人ら
しい生き方への援助」をそれぞれの得意なジャンルを活かし、つかず離

れずの距離間とタイミングで支援をして下さっている。1 7 階を訪れた
方々は「お花はいつもきれいに､ 場所によってはかわいらしくかざって

あって素敵な空間ですね。」と感想を述べていましたし､「七夕にはミニ

飾りを病室に飾り付けてくださって本当に季節感を保ちながら過ごせま

す。」と感謝の声を聞かされた事もある。白衣のスタッフだけでなく､私

服のボランティアの方々がおられる事で､地域の匂いを運び､家庭的雰囲

気になることや｢傾聴｣ ｢受容｣「共感」の態度・姿勢を患者様とのかかわ

りを通して実践しておられるのを見て看護師たちは良い刺激を受けてい

る。これからも、一緒に「ＱＯＬ」「緩和ケア」「その人らしく」につい

ての探求をしていきたいものである。自然の中で協調しながら生きてい

る草木に学べるのかもしれない。　　

「山桜ただそれなりの美しさ」

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ボランティア　Ｎ．Ａ．



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ボランティア　　K . K .

　緩和ケアの意味もよく分からないまま、1 7 階の活動に飛び込んで 1 年が過ぎ
た。しばらくは患者さんに話し掛けることが苦手だった。重い病と向き合う姿は

「強い意思を持った特別な人」のように思えたからだ。

　ある日配膳に行った病室で「こちらに置いてもよろしいですか？」といつもの

ように尋ねた。すると聞き取れないくらいのかすかな声で「い、、いい、、です、、

はんそん」。一瞬の沈黙の後、噴き出して一緒に笑った。往年のギャグに少し照

れたような患者さんの顔は、今も忘れることはできない。

　笑いながら病室を出たあと、涙があふれた。起き上がれないほどの苦痛を抱え

て、なおユーモアを忘れない。共に笑う姿は、決して「特別な人」ではない。今

この時を生きる、自分と同じ地平に立つ人なのだ。挨拶で、笑顔で、常に受容の

気持ちを示して下さる。自分を認めてくれる人たちに囲まれているのだ。この幸

せに気付いて以来、余計な力を抜いて患者さんと接することができるようになっ

た。

　経験不足で緊張する場面も多いが、たくさんの暖かい眼差しに助けられ何とか

続けてこられた。ボランティアの仲間とお互いの「良い所探し」をしながら、一

緒に少しずつ成長していきたいと思う。　

食　べ　る
栄養管理室長　F.M.

食べる・・この世に生を受けてから何の疑問もなく食べています。

お腹がすいたな！なんか食べたいな！と言う事のすばらしさを、そして体力つ

けるには食べなくちゃ！と言う「生きる底力」をいっぱい、いっぱい教えて頂き

ました。こんなに純粋に感謝の気持ちあふれる現場に少しでも立ち合わせて頂

きありがとうございます。

　お母さんには心配かけたくないから内緒にしてね。と、最近食べたくないん

だとか、飲みにくいんだとか。自分の事だけで精一杯なはずなのに、もっとわ

がまま言ったら良いのに。本当に大切な心を教えて頂きました。

「口から食べる事」がどんなに大切なのか、当たり前を忘れがちになる今、

少しの期間でも、一口でも食べる事が出来たよ！って笑顔で言って頂く事を楽

しみに、お部屋に伺いたいと思います。
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緩和ケ ア と 音楽

－心の 扉が開か れる と き －

20 04 年の 6 月か ら 緩和ケア セン タ ーの患者様を 音楽音響医学分野に

ご 紹介頂く こ と に なり 、 早く も 半年が過ぎ よ う と し て い ま す。 関わ

ら せて 頂い た 患者様の人数はこ れま で で ８ 人に なり ま す。 すべ て の

患者様と そ の ご 家族と の関わり は音楽音響医学分野の貴重な財産と

な っ て お り ま す 。

音楽療法と い う と 、 世間では 「 癒し 系」 の音楽やク ラ シ ッ ク を 聴い

て リ ラ ッ ク ス する も の で あ る と か 、 ア ル フ ァ 波が出る よ う に なる と

か 、 はた ま た 昔の呪術使いの ご と く 音楽で人の心を 操る と か 、 様々

なイ メ ー ジが持た れて い る よ う で す。 こ こ で ひ と つ だ け お伝え し た

い 事は 、 こ れら は随分と か た よ っ た イ メ ー ジ で あ る と い う こ と で

す。 実際の と こ ろ 、 緩和ケ ア で の音楽療法は「 何で も あ り 」 で す 。

あ る 時に は、 患者様と ギ タ ー の弾き 語り を し た り 、 あ る 時に は、 演

歌や懐メ ロ を 歌い つ つ 遠い昔の話を お聞き し た り 、 ま た あ る 時に

は 、 患者様と ご 家族の 楽器の購入を お手伝い し た こ と も あ り ま し

た 。 緩和ケ ア に は、 患者様と ご 家族の人生が集約さ れて お り 、 そ の

人生と 共に あ っ た 音楽があ り ま す 。 患者様と ご 家族に と っ て の 「 特

別な音楽」 を 通し て 、 患者様の心の扉が開かれる 時、 私は音楽の力

を 感じ る の で す。 た だ こ の音楽の力と は、 ハヤ リ の 「 癒し 系」 で も

「 奇跡 」 で も あ り ま せん 。 全く の他人同士で あ っ た 患者様と 音楽療

法士の間を 取り 持っ て く れる と て も 人間的な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 手

段の一つ なの で す 。

患者様と ご 家族のた め に で き る 最良の方法を そ れぞ れの ケ ー ス に合

わせて 模索し て い く 課程に お い て 、「 こ れで良い の だ ろ う か 」 と 迷

う こ と も あ り ま す 。 し か し 、 患者様と そ の ご 家族や緩和ケ ア セ ン

タ ー の ス タ ッ フ か ら 「 来て く れる の を 楽し みに し て る ん ですよ 」 と

か 、「 ○○さ ん 、 楽器の練習を ご自分でも な さ っ て い る よ う で すよ 」

と い っ た前向き な コ メ ン ト を 頂く た びに励ま さ れ、 音楽療法士と し

て 関わら せて 頂く こ と へ の喜び を 感じ ま す。 患者様の貴重な人生観

と 「 人生の音楽」 を 分け て 頂い て い る と い う こ と に 常に感謝し つ つ

こ れか ら も 患者様と お会い し て い き た い と 思っ て い ま す 。

東北大学音楽音響医学分野

音楽療法士　 M. O.



無題

　　　　　　　　　　　　　　 　緩和医療科医師　H.Y.

▼日本人は無宗教だと言われるが，識者らはその反論としてクリスマスや初詣，

お彼岸のお墓参りの例を挙げ，特定の宗教のみを信仰する事を日本人が好まない

だけだ，と述べる．これには大筋で頷けるが，ひとこと加えると，これらの行事

について日本人は宗教行事としての意識を持たずに行っているのだ．それはツ

リーをよりによってイブの夕方に片付ける，或いはお雛様をいつまでも出してお

くという珍景を見れば明らかである．▼祝うなら宗教行事である事を意識せよと

今更言っても不可能だろう．マッカーサー様万歳を唱えた戦後民主主義の寵児ら

も，否定された価値観のひとつであるはずの神社参拝を躊躇なく行うが，宗教行

事である事を意識してしまったら自己矛盾に陥る．▼では日本人は信心深くない

のか，というとそうでもない．筆者は，日本人共通の宗教があると考える．宗教

という言葉に抵抗感があるならば信仰・崇拝と言い換えてもよい．それは先祖崇

拝である．「あの世にいく」，「お迎えが来る」などの多分に宗教的な言葉を患者

様から聞くが，では誰がお迎えに来るのかと訊けば，先立った妻(夫)や父母であ
るようだ．そしてこれを我々は信仰・崇拝と意識せず，非科学的であるのに違和

感なく諒解可能なものとして自然に受容れている．「日本人の心」とでもいうか．

苦しみを和らげるにはどうすべきか，死を迎えるについての心構えはどうだ，な

ど特定の宗教にありがちな教義めいたものは明示されない．しかし人々の振る舞

いは最終的には違和感のない方向へ収束する．親から子へ，祖父母から孫へと無

意識に伝えられてきた日本の伝統のひとつなのだと思う．▼ノウハウ本やマニュ

アル化が咲き乱れている．看取りの手引きなるものが存在すると知ったときは仰

天した．明文化されないと(されても )振舞い方がわからなくなっている．今わの
際にいる父(母)を前にどうしたらいいかわからないのは無宗教だからではない．
「日本人の心」の問題なのではないか．
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人生は駅伝ラ ン ナー

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ボラ ン テ ィ ア 　 　 Y. S.

　 　 人生平均寿命が近づ く に つれ入滅が少し ずつ見えて く る よ う に思いま す。

と 同時に自分の人生も いろ いろ見えて く る よ う に思いま す。

　 私の人生観はかなり 以前から「 人生上り 坂一本」 でこ れを人生軸と し て生き

抜いてき ま し た 。し かし ボラ ン テ ィ ア と し て緩和ケア セン タ ーで人生の終末期

を迎えた患者さ ん、そ れを支える ご家族のみなさ ま方の人生模様を見た り 、聞

いた り 、 関わっ た り し ている う ち に、人生には終末期と いう 峠があり 、 そ し て

往生と いう 再出発の大切な時間がある こ と に気付かさ れま し た。

　 峠道や往生の道程には、自分なり の人生の総決算と いう 最も難し い大変な時

期である と 同時に、こ の命を精一杯生かさ せて頂いた感謝と お念仏に満ち てい

る よ う に思いま す。

　 私の子供の頃、年子で仲の良い弟が小学校一年生になっ たばかり の昭和１ ７

年の夏休み、地域の神社の夏祭り に私と 二人で参加し一日楽し んだそ の夜、急

に高熱と 激し い下痢を伴う 症状で入院し 、明く る朝にはお浄土に旅立っ て し ま

いま し た 。あっ と いう 間の突然の入滅に子供ながら 大き な穴があき何日も涙し

たこ と があり ま し た 。

　 母は亡き弟を抱き し め「 代われる ものなら 代わっ てやり たい。でも代われな

いのね、後はすべて阿弥陀様にお任せし ま し ょ う ね。帰る所はお浄土一つ安心

し てね」 と いつま でも離れよ う と し ま せんでし た。

　 父は暫ら く し て言いま し た 。「 入滅と いう こ と は消滅するのではなく 、変容す

る こ と なのだよ 。入滅は永遠の別れではないのだ。臨終はご縁の長短はあっ て

も人生の卒業式であり 、お浄土への一年生になる こ と なんだ。お浄土はいつか

みんなで会える所なんだ。」 と いっ た話を 、 私たち家族に静かにし て く れま し

た 。こ の時の言葉が延々と 今日ま での私の脳裏に焼付き続けてき ま し た 。私の

宗教観の原点を なし ていま す。 両親は信心深い念仏者でし た。

　 そ の両親も今はお浄土で弟と 三人、下界の私たち を見守っ て く れている よ う

　



『 緩和ケ ア セン タ ー見学実習』　 医療短大学生　 A. C.

　 今回の実習を通し て私は改めて死と いう も の、そ し て生き る と いう こ と

はど のよ う なこ と か、と いう こ と を考え さ せら れたよ う に思いま す。私の

祖父は２ 年前に癌で亡く なり ま し たが、そ の時にはでき る限り 良い治療を

受けて長生き し 、も っ と 一緒に過ごせるほう がいいんだ と 、私はつい祖父

の生き る こ と に対する意志よ り も生きる と いう 事実ばかり に目を向けてい

たよ う に思いま す。そ れが祖父に と っ て良かっ たのか悪かっ たのかは、今

と なっ ては分かり ま せんが、今日の見学を通し て 、死と いう 過程も そ の人

の生き方と し て尊重し ていく と いう 違う 選択肢もあっ たんだなあと 改めて

感じ ま し た 。そ し て 、意志を尊重し た上での死と いう も のは家族や残さ れ

る ものに対し 、悲し みだけを残すのではなく 、生き る こ と の尊さ や生き る

力を与えて く れる も のでもあるのではないかと 感じ ま し た 。今日学んだこ

と 、感じ たこ と を忘れず今後の自分や今後の看護に生かし ていき たいと 思

いま す。 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（ 実習レ ポート よ り 抜粋）

に思いま す。毎朝夕お仏壇に向かっ て観

想し 一言声かけし 報告ご と を し ていま

す。婆婆は諸行無常の世界ですが、お浄

土は浬樂寂静で永遠の世界です。

　 緩和ケアの空間でも色々な状況がある

と 思いま す。みなさ んは夫々人生の終末

期を最期まで自分ら し く 一生懸命に生き

抜いておら れる よ う に思いま す。そ し て

自分の「 たすき 」 を次世代の引継ぎ自分

史の最終章を綴り 終え、同時に永遠の常

寂光土の世界に往生し 、今ま で通り ご家

族のみなさ んの心の奥深く 生き続けてい

く こ と だ と 信じ てま す。

　 私も両親から 引継いだ 「 念仏申す生

活」 を大事な「 たすき 」 と し て子孫に手

渡し たいと 思っ ていま す。



【編集後記】

　緩和ケアセンター は今年５周年を迎えようとしています。 昨年度か ら音楽療法や

看護学生見学実習が 始まり、 当センター も新たな “風” が 吹き始めております。

今後も様々なス タッフの 協力に より、 この “風” が 心地よいもの となるように ！！

と思っ ております。 　(E.T.)

　　　　　　　　　七つ 森　第７号

　　　　　　　　　　平成 17 年 3 月 1 日発行

東北大学病院緩和ケ ア センター

〒 980-8574　仙台市青葉区星陵町１－１

TEL: 022-717-7986　FAX: 022-717-7989

http://www.pcc.med.tohoku.ac.jp/

外来での面接時に心がけている こ と

緩和医療科外来副看護師長　 K . I .

　 緩和医療科外来では、 緩和ケア セン タ ー入棟に関する面接を予約制で火曜

日・ 木曜日の週２ 日間行っ ていま す。申し込みは、院内から の紹介と 他病院か

ら の紹介があり ま す。予約し て来ら れた患者様・ ご家族には面接の前に、医療

に関するお考えのア ン ケート の記入を お願いし ていま す。そ の後、緩和ケア セ

ン タ ー紹介ビ デオ を ご覧頂いてから 面接の導入を行っ ていま す。緩和ケア セン

タ ーについての面接時に、私が心がけている こ と について述べてみたいと 思い

ま す。

　 ①いかに う ま く 話すかと いう こ と よ り も 、 いかに患者様と ご家族の言葉に

じ っ く り と 耳を傾ける こ と ができ る か、が大切である 。②患者様やご家族の方

が何を ど こ ま で知り たいのかを確認する こ と 。同時に、医師が何を ど の程度ま

で説明し ている かを把握し ておく こ と 。③緩和ケア を受ける患者様およびそ の

ご家族の皆様に、残さ れた時間を納得し ながら 過ごし ていただ く ためにも 、治

癒が困難なこ と を伝えるなど正し く 状況を伝えていく こ と が必要である 。④患

者様が自己決定でき る ための情報を提供し 、考える べき問題は何なのかを明ら

かにし 、何が選択肢なのかを整理し て示す。「 患者の自己決定し やすいよ う に 、

感情に配慮し て伝えら れれば、 多く の患者はそ の中で現実的な対応ができ る 。

こ のこ と を教えて く れる のは、 患者と そ の家族である 。」

　 以上の４ 点を いつも心し て、「 出会えてよ かっ た 、 話を聞いて貰えて来てよ

かっ た 。」 と 患者様と そ のご家族の皆様に話し て頂ける よ う な看護師であり た

いと 私は思いま す。

　 　

http://www.pcc.med.tohoku.ac.jp/

